
2007．11．23　アレクサンドル・リトビネンコ追悼集会

―ロシアの闇とチェチェンの平和を考える―
中澤孝之さんに聞くロシア治安機関の危険

　1年前の2006年 11月 23日、元FSB(ロシア連邦保安庁)将校、アレクサンドル・

リトビネンコ氏が何者かに殺害されました。同氏は、1999年に発生したモスクワ

などでの謎の連続アパート爆破事件は「ロシア治安機関による陰謀だ」と主張し

ていました。事件の背後には、何があるのでしょうか。今回は、ロシア研究者の

中澤孝之さんをお招きし、現代ロシアの実情に迫ります。

日時：11月 23日（金・祝）13時 30分～16時 30分

13:30 開会

13:40 映画「追悼／Aリトビネンコ」上映

14:30 休憩

14:40 講演：中澤孝之先生

15:40 質疑応答

16:30 閉会

報　告　：　中澤孝之(ロシア研究者) 岡田一男（司会　映像作家）

会　場　：　東京都・文京シビックセンター4F シルバーセンターホール

参加費　：　1000円

アレクサンドル・リトビネンコ　  Litvinenko  、   Alexsander  　1962年ウォロネジ生まれ。'88年から

ソ連国家保安委員会（KGB）防諜局、'91年からロシア保安省（MB）、連邦防諜庁（FSK）、連邦保

安庁（FSB）に在籍、反テロ活動と組織犯罪撲滅を専門とする。'97年、最も秘密の部門とされる犯

罪組織分析局の上級作戦将校・第七部副部長。'98 年 11月、モスクワでの記者会見でFSBから受け

た違法な暗殺指令などを暴露した。翌'99年から2000年にかけて逮捕、監獄収監、釈放を繰り返す。

 '01年 5月、英国で政治亡命が認められ、'06年 10月に英国市民権取得。 '06年 11月、ロンドン

で殺害。

中澤孝之  (  ロシア研究者  )  　　1935年生まれ。東京外国語大学ロシア語科卒。時事総合研究所客員研

究員。時事通信社に入社、経済部記者、モスクワ支局長、外信部長などを歴任。県立新潟女子短期

大学教授、長岡大学教授を務めた。日本対外文化協会理事。主な著書に『資本主義ロシア』（岩波

書店）、『ブレジネフ体制のソ連』（サイマル出版会）、『オルガルヒ』『現代ロシア政治を動か

す50人』（共に東洋書店）、訳書に『スターリン』（心交社）、『エリツィンの手記（上・下）』

（同朋舎出版）など。

主催：チェチェン連絡会議

連絡先： clc@chechennews.org　　http://chechennews.org/clc/

郵便振替口座番号：00180-6-261048　加入者名：チェチェン連絡会議
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■アレクサンドル・リトビネンコ追悼東京集会へのメッセージ

アンドレイ・ネクラーソフ／映画監督

(近作「暗殺リトビネンコ事件」ユーロスペースにて12／22より上映)

　一年前、私が良く知っていたサーシャ・リトビネン

コが殺されました。それから今日まで彼について沢山

の本が書かれ、映像作品が作られてきました。告発さ

れた容疑者は、ロシア憲法によって保護され、ロンド

ンの裁判所への出頭を免れると宣言されています。と

いうことは、前例のない狡猾で残酷に仕組まれた殺人

について、誰も、何時になっても裁かれることはない

ということです。この様な犯人たちが、安眠できると

は、恐ろしいことです。でも、さらに恐るべきは、ロ

シア人の非常に多くが、権力に刃向かった人間は、殺

されても当然と思っているということです。そう言う

人びとは、リトビネンコはロシアの敵と呼んでいます

が、これは全く不当で、彼は愛国者でありました。こ

の殺人をごく一般の政治的に無関心なロシア人が、当

然だと思っていると言うことは真の悲劇です。これら

の平凡で、善良で、客好きのロシアの人々が、真実と

は危険なものだ、権力に関する真実を語る者は、道理

に合わない危険を冒す愚か者と見ているのです。悲し

いかな、奴隷根性の人びとが、私たちロシア人の間で

は未だ多数派です。しかし、リトビネンコは全世界に

向かって、そうでないロシア人もいる、全てのロシア

人が奴隷なのではないと示してくれました。彼は、模

範を示しました。だからこそ、彼は、無駄には死なな

かったのです。

　Год назад убили Сашу Литвиненко которого    , 

я хорошо знал С тех пор о нём было много  .       

написано много снято Были выдвинуты,  .  

обвинения было заявлено что обвиняемый,  ,  

защищён российской конституцией и перед    

судом в Лондоне не предстанет То есть    .  ,

возможно никто и никогда не будет осуждён,      

за беспрецедентное по изощренности и    

жестокости убийство То что люди . ,  ,

причастные к этому могут спокойно спать      –

страшно Но может быть ещё страшнее то.      ,

что огромное число людей с России считают      

нормальным то что человека убили потому ,   , 

что он выступил против власти Так считают    .  

не только те кто называет Литвиненко врагом  ,    

России что само по себе совершенно,     

несправедливо он был патриотом Но то –   .  ,

что нормальным считают это убийство    

рядовые политически неангажированные,  

россияне поистине трагично Эти –  . 

обыкновенные часто добрые гостеприимные,  , 

русские люди просто считают что правда   ,   –

опасная вещь и что человек говорящий ,   , 

правду о власть предержащих    –

ненормальный который идёт на,   

неоправданный риск Увы людей с рабской . ,   

психологией у нас пока большинство Но    . 

Литвиненко показал всему миру что есть и   ,   

другие что не все в России рабы Показал,      – . 

пример И поэтому он умер не напрасно.      . 

Андрей Некрасов 

■「追悼/アレクサンドル・リトビネンコ」と「暗殺・リトビネンコ事件」

岡田一男（映像作家）

　今年初め、ヨーロッパで二つのリトビネンコ事件に

関するドキュメンタリーが、相次いで公開され大きな

注目を集めた。今日、11月 23日、東京におけるアレ

クサンドル・リトビネンコ追悼集会で初公開されるの

は、オランダ公共放送 VPROによる「追悼/アレクサン

ドル・リトビネンコ」で監督はヨス・デ・プッター。

彼の「踊れ、グローズヌイ！」は、全国で自主上映さ

れているので、ご覧になった方も多いかと思う。もう
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一つの「暗殺・リトビネンコ事件」は、ロシアのアン

ドレイ・ネクラーソフ監督による。彼は、前作「不信」

で一躍知られることになった鬼才である。この作品は

12月末から東京渋谷の映画館ユーロスペースで商業

上映される。またこれをきっかけに「不信」の自主上

映の可能性も浮上した。

　ドキュメンタリー映像というものは、被写体を通じ

て作者の考えを展開するものであって、事実をただ羅

列するものではない。従って、この２作品は、作者た

ちの個性が、それぞれに異なった光輝きを与えている。

今回ご覧いただくヨス・デ・プッター作品は、端正に

報道映像と関係者証言を中心に構成している。関係者

がリトビネンコと親しき人びとであったことは、リト

ビネンコの葬儀のとき彼の棺桶の右側を担いだ４人の

人びと全員、前から異論派作家ブコフスキー、家族の

スポークスマンを務めたゴリドファルブ、チェチェン

独立派指導者ザカーエフ、それに映像作家ネクラーソ

フが、この作品の中で、印象深い証言を行っているこ

とでもうかがい知れる。そして作品に暖かみを与えて

いるのが、リトビネンコの父、ワリテルの想い出と、

細君マリーナの回想だ。また、「暗殺・リトビネンコ

事件」編集中に親友を語るネクラーソフとブレジネフ

時代からソ連で反体制運動に従事したブコフスキーの

証言は、作品を奥行き深いものにしている。またこの

作者のしたたかさは、「踊れ、グローズヌイ！」でも

見られるのだが、話を複雑にしかねない要素は、注意

深く省いているのだ。それは事実上のリトビネンコの

パトロンであり、棺桶の先頭左側を担いだ亡命オリガ

ルヒのベレゾフスキーを作品に登場させていないこと

にも見られる。

　この辺で、「暗殺・リトビネンコ事件」の作者、ア

ンドレイ・ネクラーソフはナイーブな感性で、自分の

思考と永年にわたって格闘しつつ、作品を作って行っ

たようだ。この作品のテレビ放映用短縮版（英国 BBC

放送）は題して「我が友サーシャ（注：アレクサンド

ルの愛称）」となっている。とりわけ筆者が注目する

のは、ネクラーソフが、リトビネンコの天敵プーチン

と同じレニングラード（現サンクト・ペテルブルク）

出身であることだ。プーチンの知られたくない過去が、

「暗殺・リトビネンコ事件」の方には、たっぷり盛り

込まれているのだ。プーチンが KGB（ソ連国家保安委

員会）とつながりを持ったのが、レニングラード大学

学生時代であったこと、その時の恩師で後にレニング

ラード市長となったアナトリー・サプチャークのひき

で、彼はレニングラード副市長となって、中央政界入

りのチャンスを掴むのだが、その裏で犯罪集団タンボ

フ・マフィアと癒着していたことをこの作品は暴いて

いる。ソ連崩壊後の大混乱の中、食糧危機にあたって

サンクト・ペテルブルク市は、ドイツから膨大な食料

輸入をすることになるが、副市長とタンボフマフィア

の息のかかった諸企業の介在する中、気の遠くなるよ

うな金が闇に消えたというのだ。

　そういえば、リトビネンコは、追悼会冒頭で上映す

るフリー・ジャーナリスト常岡浩介のインタビュービ

デオで、レニングラード閥のKGB=FSBとタンボフ・マ

フィアの関係を語り、サプチャークの謎の死について

も触れている。この証言と「暗殺・リトビネンコ事件」

の内容からすれば、消したい過去を知る最重要人物サ

プチャークが、わざわざ大統領選挙を機に亡命先のフ

ランスからおびき寄せられ、新大統領ともとりわけ縁

の深いドイツの旧領土カリーニングラードで口を封じ

られてしまったと考えても何の不思議もない。

　圧倒的な暴力の闇の世界を前にして、民衆が出来る

最大の抵抗は、忘れないということである。我々は、

民主主義の理想に忠実であったアンナ・ポリトコフス

カヤやアレクサンドル・リトビネンコのことを、絶対

に忘れない。その記憶がやがては、新しい世界への希

望につながっていく。二つの作品に共通するのは、そ

の明日への希望である。
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■ブックガイド

現代ロシアとチェチェン問題を知るために

ロシア 闇の戦争 プーチンと秘密警察の恐るべきテロ工作を暴く

アレクサンドル・リトビネンコ著/光文社 \1,800

1999年 9月、モスクワをはじめ 3つの都市で発生した連続アパート爆破事件が、

ロシア国民を恐怖のどん底に突き落とした。事件は「チェチェン人のテロリス

ト」によるテロと断定され、テロリズム撲滅をスローガンに第二次チェチェン

戦争が始められた。その過程で当時ほとんど無名だったプーチンは大統領へと

昇りつめていく。しかし、その証拠は何もなく、むしろロシア連邦保安局

(FSB、旧 KGB)こそが犯人だった。未遂に終わったある爆破事件の分析をもとに、

リトヴィネンコは核心に迫る。著者は2006年 11月、ロンドンで何者かに殺害さ

れた。

リトビネンコ暗殺 Death of Dissident

アレックス・ゴールドファーブ著/早川書房 \1,995

泥沼のチェチェン紛争に絡んだ謀略、相次ぐジャーナリスト、政治家の暗殺も白日のもと

に晒す。 リトビネンコの友人でイギリスへの亡命を手助けしたアレックス・ゴールドファー

ブと未亡人マリーナが、世界を震撼させた暗殺事件の真相を描く話題のノンフィクション。

プーチン政権の闇-チェチェン戦争・独裁・要人暗殺

林克明著/高文研 \1,200

ジャーナリストや、外国に住む要人の暗殺が続くロシア。絶大な権力を集中させるプーチ

ン大統領の陰で何が起こっているのか。彼の狙いは何か?　ロシア・ウォッチを続ける

ジャーナリストが、独自の取材源をフルに駆使し、プーチン大統領のアンタッチャブルな

闇を白日の下に晒す！

チェチェンで何が起こっているのか

林克明・大富亮共著/高文研 \1,800

ノンフィクション・ライター林克明と、チェチェンニュー

ス発行人の大富亮による、チェチェン問題についての入門

書。チェチェン戦争の歴史、人権問題、闇から闇に葬られ

ようとしているモスクワ劇場占拠事件の真相、そして、チェ

チェン人とは何者なのか。

ロシアン・ダイアリー 暗殺された女性記者の取材手帳

アンナ・ポリトコフスカヤ著/NHK 出版 \2,400

「私にはすべてが見えている－楽観的な予測を喜ぶ力のある人は、そうすれ
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ばいい。そのほうが楽だから。でもそれは、自分の孫への死刑宣告になる」。

占領下のチェチェンへの潜入取材で一躍世界的ジャーナリストとなり、舌鋒

鋭くプーチン政権を批判していたアンナ･ポリトコフスカヤは、2006年 10月、

何者かに射殺された。ロシアの政策を批判し、テロによる被害者の声を伝え、

国民の政治への無関心に警告を発し続けたポリトコフスカヤの遺作。

プーチニズム 報道されないロシアの現実

アンナ・ポリトコフスカヤ著/NHK 出版 \2,100

人命よりもイデオロギー。ソビエト流が復活したロシアで、アンナ･ポリトコフス

カヤは権力と対峙した。北オセチア学校占拠事件では、人質の救出よりプーチン

の意向が優先された。対話よりも絶対服従、そして独裁制。プーチン主義に覆わ

れつつあるロシアの現実を西側諸国に訴えた、渾身のルポルタージュ。

チェチェンやめられない戦争

アンナ・ポリトコフスカヤ著/NHK 出版 \2,400

「私たちは毎日少しずつ死んでいる。この地獄の片隅で―」疲れきったチェ

チェンからもたらされる静かな声。世界中から隔離されたチェチェンに、ロ

シア人ジャーナリストが潜入し、孤立無援の人々の声を伝える。飢え、病、

裏切り、そして死。第二次チェチェン戦争の現実を世界に告発した、金字塔

的なルポルタージュ。

写真集　チェチェン屈せざる人びと

林克明著/岩波書店 \1,800

ロシア軍の圧倒的戦力による掃討作戦にさらされ、国際社会からは「反テロ戦争」の

名の下に、被害を黙殺されてきた抵抗の民たち。廃墟となった街を何度も訪れ、四世

紀に渉ってロシアと戦い続けてきた人びととの触れ合いから、独立を目指す不屈の精

神、敵兵をも助ける共同体のやさしさを伝え、彼らの素顔に迫る。日本で出版された

唯一のチェチェン写真集。

チェチェン紛争　大富亮著/東洋書店 \600

チェチェンについての基礎的な知識と現在の状況分析。

チェチェン知られざる戦争　市民平和基金編 \500 

　戦争がもっとも苛烈をきわめた第二次チェチェン戦争の最初期の様相を生々しく伝える

講演記録。チェチェン人人権活動家マジーナ・マゴマドワと、ロシア人活動家ヴィクトル

ポプコフが、その目で見た惨状を語る。PHR（人権のための医療団)などによる信頼のおけ

るレポートなどがコンパクトにまとまった一冊。刊行後の 2001年、ポプコフ氏はチェチェ

ンでの人道支援活動中に銃撃され、死亡した。
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誓い チェチェンの戦火を生きたひとりの医師の物語

ハッサン・バイエフ著/アスペクト \2,800

『わたしは自己の能力と判断の及ぶかぎり病者の治療に力を尽くします―』 日本で

刊行されている、唯一のチェチェン人自身による戦場からの声。格闘家をめざして

いた青年バイエフは、「医師となれ」という啓示めいた声を耳にして、医科大学の

門を叩く。少数民族出身のハンデを乗り越えながらキャリアを積んでいくバイエフ

の前に立ちはだかったのは、非情なチェチェン戦争だった。戦乱で負傷し、倒れて

いく人々を命がけで救った医師の物語。

コーカサスの金色の雲

アナトーリイ・プリスターフキン著/群像社 \2,300(お求めやすくなりました!)

チェチェンで少年時代を送った作家による中篇小説。第 2次大戦末期、強制移

住で人影の消えたチェチェンの村にモスクワの孤児たちが疎開させられた。奪

われた土地を取り返そうとするチェチェン人のパルチザン、事情を知らずおび

えながらもひたすら飢えとたたかいながら生きることに必死のロシアの子供た

ち。やがて孤児たちを悲惨な現実がおそう……そして生まれた友情。映画化さ

れ、空爆下のチェチェンでも放映された歴史の真実。

チェチェン大戦争の真実 イスラムのターバンと剣　植田樹著/日新報道 \1,800

「現在のチェチェン戦争だけをいかに詳細に研究しても、この紛争の本質を掴むこと

はできない」という視点から、数世紀の紛争の歴史を綿密に読み込んだ異色の一冊。

チェチェン共和国という名を初めて耳にした頃から、ついに 10年が過ぎた今になっ

て、私たちは抵抗する人々の歴史的な姿を知り始めた。

アンドレイ・バビーツキ講演録

終わりなきチェチェン戦争、強権化に向かうロシア社会

チェチェン連絡会議編 \500

2005年 10月に来日講演したラジオ・リバティー記者の講演録。「チェチェンの状況

を知りたければ、何をしていても中断してラジオでバビツキーのレポートを聞け」第

一次チェチェン戦争以来、数え切れないくらいチェチェン入りし、抵抗勢力の中枢に

取材してきた記者による、渾身の講演録。フリージャーナリスト・翻訳家の稲垣收に

よる論考「北オセチア学校占拠事件の深層」）を併載。

チェチェンの呪縛-紛争の淵源を読み解く-　　横村出著/岩波書店 \2,200

　十数万人といわれる難民、数知れぬ行方不明者、廃墟となった首都…そして劇場、地下鉄、

学校を舞台にしたテロ。「テロとの戦い」を標榜するプーチン大統領は欧米諸国の黙認の下、

多数の一般市民・ロシア兵士の犠牲をかえりみず泥沼の戦争を続ける。その実態と真の目的

は何なのか。平和の糸口はあるのか。閉ざされた現地を取材し続けた記者による迫真の報告。
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カフカスの小さな国-チェチェン独立運動始末-

林克明著/小学館 \1,500 (品切)

　ロシアからの独立を賭けた第一次チェチェン戦争を戦い抜いた

ゲリラ、政治家、そして市井の人々を活写した、幻の傑作ルポル

タージュ。「こんな激しいロシア軍の攻撃を受けて、われわれ以

外、どこの国の民族が生き残れると思うのか―」暗殺されたチェ

チェン大統領ドゥダーエフへの決死のインタビューをはじめ、チェ

チェンを深く知るための素材に満ちた一冊。再刊が期待される。

文庫クセジュ・チェチェン

パトリック・ブリュノー他著/白水社 \951

　カスピ海と黒海に挟まれ、グルジアの北に位置する小国――チェチェンは、いま

だ和平への道を見出せない。ロシアに侵攻された歴史、石油産業や宗教について解

説し、紛争の本質に迫る。

　まだ記憶に新しい昨年秋の北オセチア学校占拠・人質テロ事件以降、ロシアによ

るチェチェン武装勢力の掃討が激化している。2005年 3月、チェチェン独立派指導

者マスハドフ司令官が戦闘で死亡し、穏健派の指導者を失ったチェチェンでは、緊

張が高まり、和平への道は遠のいている。本書は、カスピ海と黒海に挟まれグルジ

アの北方に位置する小国チェチェンが、ロシアに侵攻されてきた歴史を辿ってゆく。

石油産業や宗教についても解説し、紛争の本質に迫る。著者と専門家による最近ま

での動向を補った解説も収録。

天に轟け地に潤せ

寺沢潤世著/地湧社 \2,000

　日本のチェチェン支援運動の創始者、寺沢潤世師の平和に向けた行脚の記録。

インド・イギリス・中東・そしてロシア…団扇太鼓の音を響かせて 20世紀最

後の激動の時代のど真ん中を歩き通した若き僧侶の壮絶果敢な体験記

法華経に導かれて人生の師に出会い、仏の道を求めて歩みだした著者は、平和

祈願の運動を通して、某市議会の閉鎖、米ソ平和首脳会議、湾岸戦争、そして

ロシアのクーデターなど、世界各地で次々と時代をひっくり返すような出来事

に首を突っ込むはめになる。そして今、ユーラシア大陸の真ん中、コーカサス

で現代人が忘れ去りつつある人情あふれる人々に出会い、仏の道に求めたもの

への答えが出ようとしている。
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アンケートにご協力をお願いします

2007.11.23

本日はご来場ありがとうございます。よろしければ、アンケートへのご協力をお願いいたします。

1．今日の報告会をどこでお知りになりましたか？

□　インターネットで（サイト名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

□　新聞・雑誌などの報道で（媒体名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

□　友人・知人から

□　その他 ( )

2．チェチェン関連の報告会・集会には初めて参加されましたか？

□初めて　　　□２～３回目　　　□それ以上

3．よろしければ、この集会に参加しようと思われた理由を教えてください。

4．集会へのご意見、ご感想、今後の活動へのご希望などがありましたらお書きください。

5．よろしければ、お名前とご住所をお書きください。次回以降の集会の際、ご案内をさしあげます。

〒

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　＠

お名前

ご協力ありがとうございました。

Faxの場合は　０３－３７５５－７０９６　にお寄せください。
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